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大阪府医療勤務環境改善センター

地方病院の働き方改革
持続可能な医療を目指して



●開院日／1976年12月１日

●病床数／199床（2023年4月～）

【内訳】 Stroke Care Unit 24床
急性期一般病床2  89床
地域包括ケア病棟 36床
回復期リハ病棟    50床

●脳卒中患者／約1,300症例（年間）
※圏域の8割程度をカバー
   脳神経疾患を中心とした医療を提供
※年間2,500-3,000件の救急搬送を受け入れ

脳神経センター大田記念病院



福山・府中二次保健医療圏

●総人口（2020年）／506,835人
●高齢化率 ／30％（全国：28.6％）
●人口増減率（2015-2020年）／-1.41％

（全国：-0.75％）
●病院数 ／45施設
●人口10万人あたり病院数 ／ 8.88

    （全国：6.39）
●人口10万人あたり診療所数／  63.14

   （全国：72.97)

・高齢化率は全国平均に近く、人口は減少している

・病院は多いがほとんどが中小規模の民間病院である

・診療所は高齢化が進んでおり事業承継の課題がある

JMAP 地域医療情報システムより



本日お話しすること

● 病院の経営苦境と人材不足の状況

● 持続的な医療提供のための「働き方改革」



病院5団体合同緊急要望（2025年1月23日）
https://www.hospital.or.jp/site/news/file/1737592344.pdf





病院の人材確保の状況

病院経営動向調査の概要 独立行政法人福祉医療機構
https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/hp_survey_202412.pdf

確保の難易度 看護補助者＞看護師＞＞医師＞コメディカル



医師の二つの「偏在」①地域偏在

医師偏在指数（令和6年1月）
最大：東京都 区中央部医療圏 789.8
最小：岩手県 釜石医療圏 107.8



医師の二つの「偏在」②診療科偏在

リハビリテーション科、形成外科、
麻酔科、放射線科で約1.4～1.6倍
に増加。
一方で、外科などの一部の診療科
では横ばい。美容医療に従事する
若手医師が増加傾向。



病院看護師の離職率は高止まり

特に新人看護師の離職率はコロナを機に10％を超えた状態

公益社団法人 日本看護協会 「2023年病院看護実態調査」より
https://www.nurse.or.jp/home/assets/20240329_nl04.pdf



訪問看護ステーションの急増

開業制限がなく、
ステーション数は急増

病院看護師→訪問看護
への移動がみられる



看護補助者は確保が最も厳しい

・2024年診療報酬改定で加算が増加、病院での採用ニーズが急増

・人材は介護事業所、製造業等と競合

公益社団法人 日本看護協会 「2023年病院看護実態調査」より
https://www.nurse.or.jp/home/assets/20240329_nl04.pdf



しかし、人材不足はまだ序の口



財政制度分科会資料（2024年11月16日）

2024年は70万
人を切る見込み

想定より20年
前倒しで少子

化が加速



『未来予測2040 労働供給制約社会がやってくる』より



超高齢社会日本

2020年 2040年
総人口 1億2615万人 1億1000万人

高齢化率 28.8％ 35％

14歳未満割合 12％ 10％

単身世帯割合 35.7％ 39.3％

社会保障費 136.4兆円 190兆円



身寄りの少ない独居高齢者の増加

国立社会保障・人口問題研究所『日本の世帯数の将来推計(全国推計)』(令和６(2024)年推計)



総務省 「令和５年版 救急・救助の現況」

増加する救急出動



働き手が減る一方で
支援が必要な高齢者は増える
医療の財源も乏しくなる…

これからの時代
病院はやっていける？？？



病院が持続的な医療を提供するには
「働き方改革」が必須

● 公定価格のため待遇面で病院は劣勢

● 2040年には人材は2割減ることが確定的

→タスクシフト／シェアの推進

→病院DXによる業務効率化



タスクシフト／シェアは医師だけの話でない

特定行為

看護師 看護補助者

療養生活
上の世話

多職種
多職種
連携

事務

医師事務作業補助

事務
補助

事務
補助

医師

DX



特定行為
療養生活上
の世話

入院医療

医師 看護師 看護補助者

看護師のタスクシフト／シェアも重要



2019年～ 技能実習生を看護補助者として採用

しかし、所属師長では教育や指導にバラツキがあり統制が図れない

2021年 『看護補助者担当師長』の配置 看護補助者体制の再編
目的
・医療チームの一員として、やりがいをもって専門的ケアを提供できる
・専門性を発揮し、「療養生活上の世話」質の向上に繋げる
・看護師との協働関係を構築しそれぞれが提供するケアの質向上に取り組む

看護師と看護補助者との協働体制づくり

超高齢化社会が到来し労働者確保が厳しくなる
うちも早く外国人労働者を獲得した方がよい！！



チーフ チーフ

看護補助者 看護補助者

看護師 看護師

主任

看護部長

副看護部長

看護補助者担当師長

看護補助者

回ﾘﾊ
師長

6階 
師長

5階 
師長

４階ﾘｰ
ﾀﾞｰ

回ﾘﾊﾘｰﾀﾞｰ6階ﾘｰﾀﾞｰ5階ﾘｰﾀﾞｰ

看護補助者看護補助者看護補助者

SCU 
師長

４階 
師長

チーフ

介護課

看護補助者39名（うち外国人11名）

2023年4月 看護部に「介護課」新設



技能実習生・留学生の育成

ベトナム・ミャンマーから11名の技能実習生・留学生が看護補助者として勤務
働きやすい環境整備に院内外の人材を活用



全日本病院協会 外国人材受入事業

ベトナム・ミャンマーから約200名の技能実習生を受け入れ
https://www.ajha.or.jp/hms/trainee/



病院DXの2つのターゲット

・サマリーなどの作成
・議事録作成の効率化
・RPAによる事務作業自動化
・請求業務の代替
・自動音声入力
…etc

・電子カルテ共有サービス
・オンライン診療・遠隔診療
・AIによる診断支援
・ロボット手術
・デジタル問診
・AIチャットボット…etc

医療の質・
患者サービス向上

業務効率化・
負担軽減



マイナンバーカードと
健康保険証の一体化加速

進んでいく医療DX

2024年度 2025年度

電子処方箋

電子カルテ情報
共有サービス

2026年度

実施拡大
概ね全ての
医療機関・薬局で導入

運用開始
2024年12月
保険証廃止

運用開始

標準型電子カルテ 本格実施標準型電子カルテα版提供開始



電子カルテ共有サービス

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/johoka/denkarukyouyuu.html



第６回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム資料



病院DXの2つのターゲット

・サマリーなどの作成
・議事録作成の効率化
・RPAによる事務作業自動化
・請求業務の代替
・自動音声入力
…etc

・電子カルテ共有サービス
・オンライン診療・遠隔診療
・AIによる診断支援
・ロボット手術
・デジタル問診
・AIチャットボット…etc

医療の質・
患者サービス向上

業務効率化・
負担軽減

バックオフィス業務の効率化は
すぐに取り組めるものも多い



AIと親和性が高そうな事務業務（ChatGPT案）

1. 医療文書の作成補助
•診断書・紹介状の下書き作成
•治療計画書・同意書の作成

2. 患者対応の効率化
•問い合わせ対応（チャットボット）
•多言語対応

3. データ入力・整理
•カルテや予約システムへの入力補助
•保険請求書類の作成

4. スケジュール管理
•医師やスタッフの勤務表作成
•患者予約の自動調整

5. 統計データの分析とレポート作成
•診療データの集計と報告書作成
•経営指標の可視化

6. 研修・教育資料の作成
•職員向けのトレーニング資料
•医療情報の要約

7. リスク管理とコンプライアンス業務
•苦情やリスク事例の報告書作成
•規制対応文書の生成

8. 院内コミュニケーションの支援
•議事録の自動作成
•お知らせや通知の作成



2025年1月～DX推進室を設置

• AIの爆速進化、電子カルテ
の機能進化を見据えながら、
コストを加味した現実的な
DX推進を模索

• DX推進室は理事長直下の部
署で主担当者（経理業務と
兼務）とシステム担当者の3
名で構成

病院DXなくして人材確保なし



病院DXは単なる業務効率化ではなく
人が集まるかの分水嶺

病院は「シンドイ・労働時間が長い」イメージ

病院DXで「楽しい病院」を目指すべし！



職場環境の整備：健康経営への取り組み

https://kenko-keiei.jp/about/



広島・福山 ■ Since1976

ご清聴ありがとうございました
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